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1 )午脳線条体を 5 倍容の蒸溜水でホモゲナイズ遠心後，得られる上清を除蛍(1.脱脂，メタノール
抽出する。 メタノール抽出物の SP- Sephadex, QAE-Sephadex , 活'1"1:炭の素通り分画を集め，
Sephadex G-25ゲルろ過で， 3H-APO結合阻害を指標として，活性分画を分取し，約1500倍の部分
精製標品をH}，以下の実験に用いた。
2 )線条体 DA-Rの標識には， 3H-APO， 3Hースヒ。ロペリドール (SPL) の特呉的結合で測定した。
10-6 Mの(十)体ブタクラモール存在下での測定値を非特異的結合とし， 10-6 Mの(-)体ブタクラ
モール存在下での総結合量との差をもって立体特呉的結合とした。反応液は25mM トリス塩酸 (pH
7.5) , 2mM MgCI2 , 0.02%アスコルビン酸の組成とし全量 2.0mlで、行なった。調節!大l子は反応液に
100μl加え， 3H-APO結合を30%阻害する量を 1 unit とした。反応は37 0C ， 5 分間行ない直ちにグラス
フィルターでl吸引ろ過することによって停止した。
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3) SD系ラット(雄280-300g) をネンブタール (4Omg/kg) 麻酔下に脳定位固定装置に固定し，
Cushman らの脳図譜に従い，線条件 (A2 .2, L 2.8, V 4.8) に渡辺らの方法に従い慢性カニュー
レを植え込み，手術後 3 週間目に APO，ハロペリドール (KAL) ，調節因子を液量 1 - 5μl 注入し，
動物行動を観察した。
4) ドーパミン感受性アデニレートサイクレース (DA-ACase) の測定は 3H-ATP を基質にKebabian





であり含窒素化合物であると推定された。しかしながら Pronase E など種々のペプチターゼによ
る酵素処理で失活せず， pH1 , pH14で30 0C ， 5 時間処理することでようやく失活し，調節国子は極め
て安定であることが分かった口また，調節困子はDAでも GTPでもなかった。結合実験において， ム
スカリニック受容体， α ーむよびβ- アドレナジック受存体には全く影響を与えなかった。





・調節 l柑子単独投与では全く影響は観られなかったが， APO (250μg/kq) 投与によって惹起される
運動量増加現象を調節!大|子10 uni ts の前投与で抑えた。この効果は 単独投与で鎮静作用をもっDAア
ンタゴニストである HALの効果とは異なるものであった。
4) 調節凶子のDA-ACaseへの効果
調節[*1千の低濃度( 1 -10units) では basal 活'["1:には殆んど影響せず， DA-ACase を抑制した。
高濃度(lOOunits) では， basal , DA-ACase ともに抑制した。
〔総括〕
調節凶子は，安定な低分一子化fT物であり，結合実験から明らかなように DA-R に特異的に作用する










病治療薬の開発に新しい視点をもたらす可能'1"1: を持つという意味でも桜めて意義のある (îlf"" である。
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